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ダンスで交流！

　９月６日の「丹後ブロック女性リーダー研修会」では、宇治の平等院を見学した後、参

加者80名が八幡市老人憩の家「八寿園」を訪問しました。

　女性部による民舞や囲碁などサークル活動を見学した後、社交ダンスに飛入り参加。ス

テップを教わりながら楽しく交流しました。活動交流をとおして、誰でも気軽に利用でき

る「通いの場」の大切さを再認識しました。
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●
あ
い
さ
つ
 

府
老
連
会
長
　
西
村
　
成
晴

　
西
村
会
長
か
ら

「
５
ヵ
年
に
わ
た
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た

『
一
万
人
会
員
増
強

運
動
』
は
、
厳
し
い

結
果
と
な
っ
た
が
、

一
方
新
た
な
取
組
な

ど
多
く
の
成
果
も

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
功
事
例
を
も
と
に
、
引
き
続
き
会

員
増
強
運
動
を
推
進
し
て
い
く
。」
と
、
呼
び
か
け

ま
し
た
。

●
基
調
報
告

「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
の
５
ヵ
年
を
総
括
す
る
」

 

府
老
連
　
中
川
常
務
理
事
・
事
務
局
長

　
運
動
の
総
括
と
し
て

　
・
会
員
数
が
減
少
し
た
要
因

　
・
市
町
村
の
新
し
い
取
組
や
成
功
事
例

　
・
舞
鶴
市
老
連
に
お
け
る「
ク
ラ
ブ
復
活
作
戦
」

　
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
５
ヵ
年
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か

ら
は
、

虚
ク
ラ
ブ
の
解
散
を
組
織
を
あ
げ
て
防
止
す
る

許
若
い
世
代
に
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め

る
距
「
同
世
代
」「
同
性
」「
同
趣
味
」
に
よ
る
勧
誘

が
効
果
的
な
ど
、
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
活
動
に
向
け
た
「
５
つ
の
実
践

目
標
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
※
概
要
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

●
事
例
発
表

「
健
康
づ
く
り
で
会
員
増
強
」

 

や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
長
岡
京
　
山
本
会
長

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
の

最
大
の
目
標
は
〝
健

康
〟」を
最
大
の
テ
ー

マ
に
、
こ
れ
ま
で
の

健
康
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
　
取
組
内
容
と
し
て

　
①
平
成
　
年
の
「
全
老
連
健
康
づ
く
り
セ
ミ

25

ナ
ー
」
へ
の
参
加
を
機
に
「
健
康
」
に
重
点

化

　
②
平
成
　
年
「
健
康
づ
く
り
部
」
を
新
設

26

　
③
「
各
単
位
ク
ラ
ブ
に
健
康
づ
く
り
推
進
員

を
！
」を
合
言
葉
に「
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
を
５
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、

計
　
名
の
推
進
員
を
養
成

92

　
④
「
体
力
測
定
」「
健
康
教
室
」
の
開
催

　
こ
う
し
た

取
組
は
、
市

高
齢
介
護
課

と
地
域
包
括

支
援
セ
ン

タ
ー
と
共
同

開
催
で
、「
い

か
に
市
や
社

協
と
コ
ラ
ボ

す
る
か
が
カ

ギ
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

府　老　連　報　告

　
７
月
　
日
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
に
お
い
て
、

16

令
和
元
年
度「
市
町
村
老
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
　
名
と
会
場
は
満
席
で
、
基
調
報

205

告
と
事
例
発
表
の
後
、
太
田
先
生
の
軽
妙
な
話

術
で
始
終
笑
い
の
中
、
楽
し
く
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

中川常務理事の報告
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●
講
　
演

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康

　
　
　
　
～
な
く
て
七
癖
　
こ
こ
ろ
癖
～
」

　
マ
ー
ベ
ル
ハ
ー
ト
主
宰
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

 

太
田
　
夏
江
　
氏

　
先
生
ご
自
身
が
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

こ
ら
れ
た
経
験
を
踏
ま

え
て
、
楽
し
く
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
心
と
体
は
車
の
両

輪
」
で
、
日
頃
か
ら
特

に
気
を
つ
け
る
こ
と
と
し
て
、

　
①
食
…
健
康
は
口
か
ら

　
②
息
…
悪
い
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
吐
き
出
す
こ

と

　
③
動
…
体
を
動
か
す
こ
と

　
④
想
…
プ
ラ
ス
の
考
え
方
を
す
る
こ
と（
嬉
し
い
・

楽
し
い
・
感
謝
な
ど
）

　
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
免
疫
力
が
ア
ッ
プ
し
、

「
笑
う
顔
に
は
福

来
る
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
年
を

重
ね
た
だ
け
で
は

人
は
老
い
な
い
。

理
想
を
失
う
と
き

初
め
て
老
い
る
。」

と
言
わ
れ
た
こ
と

が
印
象
的
で
、
ま

さ
に
心
と
体
は
両

輪
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
真
夏
の
よ
う
な
猛
暑
の
中
、

会
場
も
熱
気
に
包
ま
れ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
野
崎
選
手
（
八
幡
市
）
と
窪

田
選
手（
井
手
町
）が
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
を
出
し
た
時
に
は
ひ
と
き

わ
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。 

　
団
体
の
部
は
綾
部
Ｂ
チ
ー
ム

で
、
昨
年
の
準
優
勝
に
続
い
て

今
回
は
猛
練
習
の
結
果
、
悲
願

の
優
勝
。

　
毎
年
開
催
さ
れ
る
大
会
を
と

お
し
て
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
は
ま
す

ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

個人の部　優勝　木村さん

競技の結果
団体戦
優　勝　綾　部Ｂ　1068点
準優勝　舞　鶴Ａ　1042点
第３位　八　幡Ｃ　 986点

個人戦
優　勝　木村　一良（亀岡市） 480点
準優勝　野崎　英男（八幡市） 480点
第３位　窪田　　丸（井手町） 457点
第４位　大槻　道和（綾部市） 339点
第５位　梅木　徳夫（舞鶴市） 319点
第６位　久保田勝己（木津川市） 309点
第７位　武藤　　守（宇治市） 273点
第８位　松岡　　稔（長岡京市） 270点
第８位　大町　亮一（宇治市） 270点
第９位　荒木　伸一（舞鶴市） 260点
≪パーフェクト賞≫
　　　　野崎　英男（八幡市）
　　　　窪田　　丸（井手町）

団体の部　優勝　綾部Ｂチーム

　
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
京
都
府

交
流
大
会
」
が
９
月
　
日
11

に
八
幡
市
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、　

市
町
村
か

22

ら
　
チ
ー
ム
、
選
手
と
役

63
員
、
応
援
計
　
名
が
参
加

350

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
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　７月16日の「市町村老連リーダー研修会」で府老連

事務局から５ヵ年の総括・まとめの報告がありました。

その一部を掲載します。

煙平成９年をピークに、依然減少
傾向が続いている。
煙平成31年は減少幅が縮小するな
ど、明るい兆しも見えてきた。

煙傾向として、北部ほど減少幅が
大きく、市町村間の格差も見ら
れる。

現　状　老人クラブ「会員数」の推移

成　果　会員増につながった新たな取組

煙解散クラブの復活作戦 伊根町・舞鶴市　他
煙若手委員会の立ち上げ 綾部市　他（他１０市町）
煙個人会員制度の導入 福知山市・綾部市（久御山町、長岡京市　他）
煙健康マージャンの普及 宇治田原町　他（八幡市　他）
煙機関紙の創刊・充実 木津川市、向日市　他（１７市町で機関紙発行済）
　　　　　　　　　　　　　　　　※（　　）は既に実施済

分　析　なぜ会員数が減少するのか・・・

多忙な高齢者

地域コミュニティの
弱体化

活動のＰＲ不足

５ヵ年の取組
を総括する

・70歳頃まで働く人が増えている
・団塊の世代（アクティブシニア）の多様な活動
・高齢者は、仕事や趣味、介護で多忙

・コミュニティの弱体化
・自治会の役職を高齢者が肩代わり

・活動が知られていない
・役員になるのが嫌
・魅力を感じない
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５　自治会や社協など地域の団体と「協力関係」を

【 問題点 】

煙老人クラブだけでは限界
がある
煙行政や関係団体と交流す
る機会が少ない

煙行政との「定期的な懇談会」を開催
煙子どもの見守りや奉仕活動に参画する中で、顔の見える関
係を
煙地域包括支援センターや社協、民生委員との定例会の開催

１「楽しい」活動が第一 【 実践内容 】 

【 問題点 】

煙魅力やメリットが感じら
れない
煙若い年齢層にあった活動
がない

煙「趣味や娯楽」 「いきいきサロン」など、無理なく気軽に
楽しめ、かつ持続できる活動が第一

煙体力測定やスポーツなど、「健康づくり・介護予防に役立つ」
取組を
煙団塊の世代（アクティブシニア）に向けた「サークル活動」
の充実を

２「情報発信」で老人クラブの「イメージアップ」を

【 問題点 】

煙「老人」クラブへの抵抗
感
煙活動内容や魅力が知られ
ていない

煙老人クラブを知ってもらうため、「入会案内チラシ」や「機
関紙」を作成してＰＲ
煙自治会・町内会でチラシやパンフを「回覧」
煙友愛・奉仕などの「地域貢献」を積極的にアピール

３　会員みんなで「分担」し、役員の負担を軽く

【 問題点 】

煙役員になりたくない
煙役員の後継者がいない

煙役員の後継者や次世代のリーダーを育てる工夫を
煙一部の役員に負担がかからないよう、業務をみんなで分担
煙「女性」や「若手」の会員など多くの会員が関わり、新し
い風を！

４　地道な「声かけ」で粘り強く勧誘を

【 問題点 】

煙勧誘されたことがない
煙個人情報の壁があり誰に
勧誘したらいいの？

煙「勧誘グッズ」（チラシ、入会パンフ、機関紙）の準備を
煙未加入者も参加できる「体験型のイベント」を実施
煙「同世代」（高年は高年を、若手は若手を）「同性」（女性は
女性を）「同趣味」による勧誘が効果的
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丹
後
・
舞
鶴
か
ら
バ
ス
３
台
が
宇
治
に
集
合
し
、

世
界
遺
産
平
等
院
を
見
学
。

　
午
後
は
萬

福
寺
を
見
学

し
た
後
、　35

℃
を
超
え
る

あ
ま
り
の
暑

さ
に
急
遽
予

定
を
変
更
し
、

八
幡
市
老
人

憩
の
家
「
八

寿
園
」
を
訪

問
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

　
大
広
間

で
女
性
部

の
民
舞
や

囲
碁
等
の

サ
ー
ク
ル

活
動
を
見

学
し
た
後
、

社
交
ダ
ン

ス
で
は
飛

び
入
り
参

加
。
初
め

て
の
ダ
ン

ス
を
体
験

し
、
楽
し

く
交
流
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
市
老
連
の
西
村
会
長
（
府
老
連
会
長
）

か
ら
、「
八
寿
園
」
は
囲
碁
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
一
日

中
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
通
い
の
場
」
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
す
ば
ら
し
い
施
設
で
う
ら
や

ま
し
い
」「
こ
ん
な
活
動
拠
点
を
つ
く
り
た
い
」
な

ど
、
今
後
の
活
動
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
突
然
の
訪
問
に
も
関
わ
ら
ず
、
八
幡
市
の
皆
さ

ん
に
は
温
か
く
対
応
い
た
だ
き
、
女
性
部
相
互
の

「
絆
」
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
　
市
町
村
の
女
性
部
が
午
前
８
時
に
京
都
駅
に

15
集
合
、
バ
ス
２
台
で
淡
路
島
に
向
け
て
出
発
。
バ

ス
の
中
で
は
、
各
市
町
村
老
連
女
性
部
か
ら
日
頃

の
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
午

前

は

「
北
淡
震
災

記
念
公
園
」

を
見
学
、
野

島
断
層
を
見

て
、
改
め
て

地
震
の
規
模

と
被
害
の
大

き
さ
を
学
習

し
ま
し
た
。

　
洲
本
市
内

で
昼
食
の
後
、

「
淡
路
人
形

座
」
に
到
着

し
、
重
要
無

形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
人

形
浄
瑠
璃
を

鑑
賞
。
人
形

と
は
い
え
、

人
間
以
上
の

し
ぐ
さ
や
顔

の
表
情
な
ど
、

伝
統
の「
技
」

に
感
動
し
ま

し
た
。

　
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
、
府
内

３
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
５
年
ぶ
り
に
名
所
・
施
設
を
巡

る
研
修
旅
行
を
実
施
。
い
ず
れ
も
バ
ス
が
満

員
と
な
る
大
盛
況
で
、
市
町
村
相
互
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

◆
 平
等
院
と
萬
福
寺
を
見
学

◆
 八
幡
市
老
連
女
性
部
と
の
交
流

丹
後
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
９
月
６
日
（
金
）

参
加
者：

　
名
81

◆
 北
淡
震
災
記
念
館
を
見
学

◆
 淡
路
人
形
座
（
人
形
浄
瑠
璃
鑑
賞
）

山
城
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
９
月
　
日
（
火
）

10

参
加
者：

　
名
83

西村会長から説明
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９
月
と
は
い

え
残
暑
が
厳
し

い
中
で
し
た
が
、

一
日
中
和
や
か

に
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

　
　
時
に
福
知
山
城
に
集
合
し
た
後
、
お
城
見
学

10
の
「
Ａ
コ
ー
ス
」
と
丹
波
生
活
衣
館
と
ス
ィ
ー
ツ

の
「
Ｂ
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
て
視
察
。
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
も
受
け
な
が
ら
明
智
光

秀
が
築
城
し
た
当
時
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
　
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
で
の「
活
動
交
流
研
修
」

で
は
、
５
市
町
老
連
の
女
性
部
長
か
ら
最
近
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
昼
食
で
は
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
や
歌
な
ど
、
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
福
知
山
市
か
ら
「
市
の
防
災
の
取
組

に
つ
い
て
」
講

演
が
あ
り
、
そ

の
後
バ
ス
に
分

乗
し
て
綾
部
市

の
グ
ン
ゼ
ス
ク

エ
ア
を
見
学
。

　
福
知
山
と
綾

部
の
名
所
を
訪

問
し
、
ま
た
、

活
動
交
流
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
有
意

義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
番
老
連
の

福
知
山
市
老
連

女
性
部
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま

し
た
。

府　老　連　報　告

(
)

(
)

　
９
月
　
日
 土
 ・
　
日
 日
 に
京
都
パ

14

15

ル
ス
プ
ラ
ザ
（
伏
見
区
）
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｓ
Ｋ
Ｙ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
、
府
老

連
若
手
委
員
会
か
ら
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し
ま
し
た
。

　
恒
例
の
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

豊
か
な
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
た
シ
ニ
ア
・
高
齢

者
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
本
年
も
２
日
間
で
延
べ
一

万
六
千
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
府
老
連
が
出
展
し
た
公
式
ワ

ナ
ゲ
の
「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
高
齢
者
か
ら

子
ど
も
達
ま
で
、
２
日
間
で
一
千
名
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
、
終
日
大
好
評
で
し
た
。

　
ワ
ナ
ゲ
の
関
心
は
高
く
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
ま
し
た
。

◆
福
知
山
城
・
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ

ア
を
見
学

◆
活
動
交
流（
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
）

丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
９
月
　
日
（
金
）

27

参
加
者：

　
名
110

福知山市　荻野さん 綾部市　森永さん
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先
日
の
府
老
連
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会
」
は
、
残
暑

が
厳
し
く
、
本
当
に
暑
い
日
で
し
た
が
、
会
場
は
熱

気
に
あ
ふ
れ
、　

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

63

た
。
　
若
手
委
員
会
で
は
、　
年
度
の
「
ワ
ナ
ゲ
講
習
会
」

28

以
降
４
年
に
わ
た
っ
て
公
式
ワ
ナ
ゲ
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
今
で
は
ほ

と
ん
ど
の
市
町
村
で
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ワ
ナ
ゲ
ク

ラ
ブ
も
数
多
く
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
と
子
ど
も
達
が
一
緒
に
楽
し
む
な

ど
、
世
代
間
の
交
流
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・
気
軽
に
参
加
で
き
る
ワ
ナ

ゲ
を
普
及
し
て
、「
健
康
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」

の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 広
報
・
若
手
委
員
　
武
藤)
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関 係 団 体 紹 介

公益社団法人　京都府青少年育成協会
～ 明るい家庭と地域の輪が育てる　心豊かな青少年 ～

京都市上京区出水通油小路東入　京都府庁西別館3階
TEL　075-417-0602

ホームページ　http://www.kyoto-seishonen.or.jp

京都府宮津市字田井382　TEL　0772-22-0501

丹後半島を望む風光明媚な栗田半島に位置する「宿泊研修施設」
で、青少年団体やサークル活動にご利用いただけます。

【主な施設】 研修室、講堂、体育館、野外炊事場、
　　　　　　 トレーニング場など

■ 京都府立青少年海洋センター「マリーンピア」

　次代を担う青少年が、豊かな心をはぐくみ、社会の一員として自立し、心身ともに成長することを願っ
て昭和42年９月に結成された府民運動団体です。
　構成団体である各市町村の青少年健全育成協議会「青少協」や、青少年団体と連携して街頭啓発や青少
年の自主活動を支援しています。

■ 京都府青少年育成協会とは

（主な活動）
�青少年の非行・いじめ・ひきこもり・児童虐待・薬物乱用の防止
　などの街頭啓発
�「青少年すこやかフォーラム」・「青少年育成市町村民会議」の開催
�「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」、「少年の主張京都府大
　　会」　など

青少年活動を支援し、推進していただける団体・個人の方で、
年会費は（個人）2,000円（団体）3,000円

※「賛助会員」として団体や企業・個人の方も募集しています
（年会費　2,000円１口以上）

■ 正会員・賛助会員を募集しています


